















































対人的、部分的に言語的な異文化間の相互作用（an intentional, interpersonal, partly verbal 




機能主義翻訳理論の核心であるスコポス理論（Skopos Theory）は Katharina Reissと Hans 
J. Vermeerによって提案され、Christiane Nordに継承され、体系化された。 
スコポス（skopos）とは「目標」また「目的」を意味するギリシア語で、この語を「翻






点を当てる。ST（Source Text、原文）が翻訳される理由と TT（Target Text、訳文）の機能
をはっきりさせることは翻訳者にとって非常に重要である（Munday 2008: 79）。そして、
スコポスによる機能的に適切な翻訳をVermeerは translatumと呼ぶ（Munday 2008: 79; Vermeer 
2004）。 
スコポス理論には、翻訳の一般理論として六つの基本規則がある（Munday 2008: 80; Reiss 
& Vermeer 2014: 107）。 
(1) Translatum（あるいは TT）はスコポスによって決められる。 
(2) Translatumは、起点文化（Source Culture、SC）と SLでの情報提供に関する情報を、
目標文化（Target Culture、TC）と TLで提供するものである。 
(3) Translatumによる情報提供は、不可逆的なマッピングである。 
(4) Translatumはそれ自身が首尾一貫していなければならない。 
(5) Translatumは STと整合的でなければならない。 
(6) これらのルールはスコポス規則以下、この順序で優先される。 
この六つのルールについて若干の説明を加えておこう。（2）により、ST は SC と、TT
は TCと関連付けられる。（3）から、原文が SCで果たす機能と、翻訳が TCで果たす機能
は必ずしも一致している必要はないことになる。（4）の一貫性規則（coherence rule）は、
translatumの受け手の状況や知識、需要を踏まえた上で、意味の通る translatumにしなけれ
ばならないことを要求する（Munday 2008: 80; Reiss & Vermeer 2014: 98-102）。（5）の忠実
性規則（fidelity rule）は、translatumと STが一致することを求める（Munday 2008: 80; Reiss 







Extralinguistic Cultural Reference (ECR) is defined as reference that is attempted by 
means of any cultural linguistic expression, which refers to an extralinguistic entity or 
process. The referent of the said expression may prototypically be assumed to be 
















































linguistic expression in itself transparent enough to enable someone to access its referent without 















重要なのは、ECRの Rは Referenceであって、Referentではないということである。 
3．研究方法 
本研究で分析対象としたのは中国語の映像作品 6本（映画 5本、テレビドラマ 1本）と






















A○3E A物品、 A○4E A地名・場所、 A○5E A人名、 A○8E A社会知識の四領域では、延べ語数も異なり語数も、
中国語公式字幕とファンサブ両方の忠実度が日本語字幕より大きく上回り、全て有意差が
見られた。 
A○6E A祝日、A○7E A単位では、中国語字幕に 3、4例しかないので、有意差がでない。 
ECRを全てまとめると、結果は以下のようになる。（括弧内は注釈の数） 
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表 2 ECR全体の忠実度対比 
 忠実 非忠実 合計 忠実度 
日本語 
延べ語数 2159 1563 3722 58.01% 
異なり語数 272 364 636 42.77% 
中国語 
公式字幕 
延べ語数 408 178 586 69.62% 
異なり語数 220 93 313 70.29% 
中国語 
ファンサブ 
延べ語数 436 150 586 74.40% 
異なり語数 230 83 313 73.48% 
 
表 3 ECR全体の忠実度の有意差検定 
P値 延べ語数 異なり語数 
中（公）-中（フ） 0.0789 0.4237 
日-中（公） <0.0001 <0.0001 





































































表 4 ICR全体的翻訳ストラテジーの分布 
 借用 直訳 類似置換 相違置換 言い換え 省略 合計 
日本語 1 37 25 48 265 83 459 
中国語 
公式字幕 
20(4) 32(8) 14 49 91(1) 6 212(13) 
中国語 
ファンサブ 
13(3) 41(6) 14 56 85 3 212(9) 
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表 5 ICR全体の忠実度対比 
 忠実 非忠実 合計 忠実度 
日本語 63 396 459 13.73% 
中国語公式字幕 66 146 212 31.13% 
中国語ファンサブ 68 144 212 32.08% 
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 論文審査の結果の要旨（1,000 字内外）  
 
本 論 ⽂ は 、 ⽇ 本 と 中 国 に お け る 字 幕 翻 訳 の 忠 実 度 を 調 べ る た め 、 字 幕 を ⽂ 化 的 指 ⽰ 、
注 釈 、 審 査 の ⾯ か ら 調 査 し 、 字 幕 に 使 わ れ る 翻 訳 ス ト ラ テ ジ ー 及 び そ の ス ト ラ テ ジ ー を
選 択 す る 動 機 を 機 能 主 義 の 観 点 か ら 考 察 す る こ と を ⽬ 的 と す る 。 そ の 際 、 プ ロ の 翻 訳 者
に よ る 公 式 字 幕 だ け で な く 、 中 国 で は フ ァ ン が 作 る 字 幕 （ フ ァ ン サ ブ ） が ⾮ 常 に 重 要 な
位 置 を 占 め て い る こ と か ら 、 中 国 語 字 幕 を 分 析 す る 際 に は 公 式 字 幕 と フ ァ ン サ ブ の ど ち
らも分析している。 
第 １ 章 と 第 ２ 章 で 研 究 の ⽬ 的 と 理 論 的 な 枠 組 み を 説 明 し 、 第 ３ 章 で 固 有 名 詞 や 習 慣 な
ど の ⽂ 化 的 指 ⽰ 、 第 ４ 章 で は 諺 や ⾔ 葉 遊 び の よ う な ⾔ 語 上 の 問 題 、 第 ５ 章 で は こ れ ま で
は 字 幕 で は 禁 じ ⼿ と さ れ て き た は ず の 注 釈 、 第 ６ 章 で は 中 国 政 府 機 関 に よ る 審 査 を 、 そ
れぞれ分析している。 
こ の 論 ⽂ の 独 創 的 な 点 は 以 下 の 通 り で あ る 。 ま ず 、 ⽂ 化 的 指 ⽰ 対 象 を 訳 し た 字 幕 に つ
い て は 、 ヨ ー ロ ッ パ の ⾔ 語 間 で の 研 究 が 多 少 あ っ た も の の 、 漢 字 を 共 有 す る ⽇ 中 間 で は
そ の 成 果 を そ の ま ま 適 ⽤ で き な い こ と か ら 、 独 ⾃ の 分 類 ⽅ 法 と 分 析 を 提 ⽰ し て い る 。 特
に 、 第 ４ 章 で 扱 わ れ た ⾔ 語 上 の ⽂ 化 的 指 ⽰ に つ い て は 、 こ れ ほ ど ま と ま っ た 研 究 は こ れ
が 世 界 で も 初 め て と ⾔ っ て よ い 。 さ ら に 、 欧 ⽶ に お け る 従 来 の 研 究 で は 、 過 激 な ま で に
原 ⽂ に 忠 実 で 、 翻 訳 者 の 知 識 を ひ け ら か す よ う な 注 釈 が 頻 繁 に ⾒ ら れ る フ ァ ン サ ブ の 特
徴 ば か り が 注 ⽬ を 集 め て き た が 、 中 国 語 字 幕 に 関 し て は 公 式 字 幕 と フ ァ ン サ ブ の 間 で 忠
実 度 に 差 は な く 、 公 式 字 幕 に も 注 釈 が ⾒ ら れ る こ と な ど 、 フ ァ ン サ ブ が 公 式 字 幕 に 与 え
た 影 響 の ⼤ き さ を 明 ら か に し て い る 。 ま た 、 公 式 字 幕 に ⾒ ら れ る 審 査 に 対 す る 過 剰 な 忖
度の指摘も興味深い。 
審 査 会 で は 、 以 上 の 点 を は じ め と す る 、 豊 富 な 例 に 基 づ く 数 多 く の 発 ⾒ が ⾮ 常 に ⾼ く
評 価 さ れ た 。 そ の ⼀ ⽅ で 、 具 体 的 な 例 と そ の 記 述 が 多 い た め に 、 か え っ て 理 論 的 ⼀ 般 化
が 分 か り づ ら い と い う 憾 み が あ っ た 。 た だ し 、 最 終 試 験 に お い て 、 注 釈 は 知 識 を 求 め る
視 聴 者 の 要 求 に 応 え る 、 作 品 を 上 映 す る た め に は 忠 実 性 を 犠 牲 に す る 、 な ど の ⽬ 的 を 優
先 す る 翻 訳 者 態 度 が 機 能 主 義 的 に 説 明 で き る こ と が ⽰ さ れ 、 今 後 の 理 論 的 な 発 展 に 期 待
できると判断された。 
以 上 、 本 論 ⽂ は 執 筆 者 が ⾃ ⽴ し て 研 究 活 動 を ⾏ う に 必 要 な ⾼ 度 の 研 究 能 ⼒ と 学 識 を 有
す る こ と を ⽰ し て い る 。 よ っ て 、 本 論 ⽂ は 、 博 ⼠ （ 国 際 ⽂ 化 ） の 学 位 論 ⽂ と し て 合 格 と
認める。 
